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令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
（
７
月
20
日
〜
８

月
11
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、「
令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど

決
算
関
係
11
議
案
、「
令
和
３
年
度
八
潮
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」
な
ど
補
正
予

算
関
係
10
議
案
、
そ
の
他
「
八
潮
市
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
な
ど

10
議
案
、
あ
わ
せ
て
31
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
２
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令和3年 第 3 回定例会報告号

令和3年（２０21）9月1日現在
前月比
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男

女

世帯

市民のうごき

……………………９２，２７４人 （－６４）

……………………４７，９００人 （－２９）

……………………４４，３７４人 （－３５）

…………………４４，５２１世帯 （－２７）

令和２年度一般会計歳入歳出決算をはじめ
特別会計など決算関係１１議案を認定

令和２年度一般会計歳入歳出決算をはじめ
特別会計など決算関係１１議案を認定

　９月５日（日）に八潮市議会
議員一般選挙が執行され、新
たな議員が選出されました。
　新議員の紹介は、10月20日
発行予定の「改選特別号」で
お知らせします。



２

令和3年（２０21年）10月

令和2年度八潮市一般会計歳入歳出決算の概要

　

令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
歳
入
総
額
は
、
４
２
６

億
７
６
３
３
万
８
千
円
、
歳
出
総
額
は
４
０
５
億
８
６
５
２
万
６
千
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
20
億
８
９
８
１
万
２
千
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
２
億
７
４
０
５

万
９
千
円
を
差
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
18
億
１
５
７
５
万
３
千
円
で
、
単

年
度
収
支
額
は
、
プ
ラ
ス
５
億
９
０
２
万
円
で
し
た
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

市税　４０．８%
１７４億３，２９５万２千円
市税　４０．８%
１７４億３，２９５万２千円

国庫支出金　３７．１%
１５８億１，７６０万１千円
国庫支出金　３７．１%
１５８億１，７６０万１千円

討  

論

　

令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
反

対
の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。

　

同
決
算
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
封
じ

こ
め
を
目
的
に
、
緊
急
事
態
宣
言
や

ま
ん
延
防
止
措
置
等
が
講
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
初
期
の
目
的
が
達
せ

ら
れ
な
い
中
で
の
決
算
に
な
り
ま
し

た
。

　

本
決
算
は
、
国
の
特
別
定
額
給
付

金
給
付
事
業
等
に
要
す
る
費
用
を
中

心
に
、
大
幅
な
歳
入
・
歳
出
規
模
に

な
り
ま
し
た
が
、
実
質
収
支
に
関
す

る
調
書
で
は
実
質
収
支
額
が
18
億
１

５
７
５
万
３
千
円
と
な
り
、
私
が
議

員
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
最
高
額

で
あ
り
ま
す
。

　

冒
頭
ふ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
令
和

２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
大
き
く
関
わ
る
年
度
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
現
在
も
な
お
続
い

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
同
感
染

症
に
対
し
て
、
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
、

そ
し
て
補
償
と
い
う
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
限

定
的
な
対
応
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
感
染
症
に
対
し
、
機
敏
に
対
応

す
る
た
め
の
財
政
出
動
が
求
め
ら
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
の
財
政

調
整
基
金
等
は
増
額
す
る
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政
運
営
を

求
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
食
中
毒
事
件
が
起
き

ま
し
た
。
委
託
業
者
の
全
面
的
な
過

失
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
給
食
審
議
会
か
ら
は
、
民
間

業
者
へ
の
全
面
委
託
方
式
を
見
直
す

こ
と
を
求
め
る
答
申
が
出
さ
れ
、
市

民
か
ら
は
１
万
４
千
名
を
超
え
る
自

校
式
給
食
を
求
め
る
要
望
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
向
に
そ
の
対
応
方
針

が
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

安
心
・
安
全
の
施
策
を
構
築
す
る

こ
と
は
当
然
で
す
。
今
必
要
な
の
は
、

食
中
毒
で
大
変
な
思
い
を
し
た
小
中

学
生
や
教
職
員
の
方
々
に
対
し
、
八

潮
の
学
校
給
食
の
あ
る
べ
き
方
向
に

つ
い
て
、
公
設
公
営
の
共
同
調
理
セ

ン
タ
ー
方
式
に
す
る
の
か
、
可
能
な

と
こ
ろ
は
自
校
式
・
親
子
方
式
を
含

め
実
行
す
る
の
か
、
ま
ず
は
こ
の
こ

と
に
対
す
る
方
針
を
示
す
べ
き
で
す
。

そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
で
は
設
計
業
務
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
案
の
見
直
し
を
求
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
一
顧
だ
に
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

元
市
幹
部
の
方
か
ら
も
、「
新
庁

舎
の
建
設
費
、高
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
本
市
の
財

政
状
況
、
本
市
の
政
策
課
題
か
ら
の

言
葉
と
理
解
を
し
ま
し
た
。
平
米
単

価
が
、
他
市
と
遜
色
な
け
れ
ば
構
わ

な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

も
っ
と
設
計
業
者
案
に
対
し
多
方
面

か
ら
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
に
反
対
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

賛
成
討
論
（
平
成
ク
ラ
ブ
）

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
我
が
国
経

済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
社
会
活
動

の
抑
制
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
大
幅
な
景
気
後
退
を
経
験
し
、

国
民
生
活
に
大
き
な
不
安
が
つ
の
る

大
変
厳
し
い
情
勢
と
な
り
、
未
だ
に

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
け
る

令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
を
見
ま
す
と
、
歳
入
総
額

で
は
、
４
２
６
億
７
６
３
３
万
８
１

９
２
円
で
、
歳
入
の
大
半
を
占
め
る

市
税
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
財
源
は
、

歳
入
全
体
の
49
・
０
％
を
占
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
を

望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
総
額
で
は
、
４
０
５

億
８
６
５
２
万
５
３
６
１
円
で
、
予

算
に
対
す
る
執
行
率
は
91
・
１
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
予
算
化
さ
れ
た

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
必
要
性

や
優
先
度
、
事
業
効
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
的
に
活

用
し
、
概
ね
執
行
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
引
き
続
き
、
費
用
対
効
果
を
念

頭
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
主
な
取
り
組
み
と

し
て
、
ま
ず
、
企
画
財
政
関
係
で
は
、

官
民
協
働
事
業
と
し
て
市
の
行
政
情

報
等
を
掲
載
し
た
「
や
し
お
市
民
生

活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
全
戸
配
布
し

た
こ
と
は
、
市
民
の
利
便
性
向
上
が

図
ら
れ
た
も
の
と
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
防
災
関
係
で
は
、
移
動
系

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、

令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
討
論
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

民生費　３４．6%
１４０億２，６２４万8千円
民生費　３４．6%
１４０億２，６２４万8千円

総務費　３１．９%
１２９億６，４３４万８千円
総務費　３１．９%
１２９億６，４３４万８千円

土木費　１０．７%
４３億４，３２６万８千円
土木費　１０．７%
４３億４，３２６万８千円

教育費　７．３%
２９億６，２２９万９千円
教育費　７．３%
２９億６，２２９万９千円

公債費　６．５%
２６億３，２５１万６千円
公債費　６．５%
２６億３，２５１万６千円

衛生費　４．８％
１９億３，８８５万９千円
衛生費　４．８％
１９億３，８８５万９千円

消防費　２．５%
１０億１，９１７万２千円
消防費　２．５%
１０億１，９１７万２千円 商工費　０．８％

３億１，４０９万７千円
商工費　０．８％
３億１，４０９万７千円

議会費　０．６％
２億４，５１０万７千円
議会費　０．６％
２億４，５１０万７千円

その他　０．3%
１億４，０６１万２千円
その他　０．3%
１億４，０６１万２千円

県支出金　４．７%
１９億９，８５０万円
県支出金　４．７%
１９億９，８５０万円

地方消費税交付金
４．５%
１９億９８６万２千円

地方消費税交付金
４．５%
１９億９８６万２千円

市債　３．４%
１４億４，７００万円
市債　３．４%
１４億４，７００万円

繰越金　３．２%
１３億５，８５３万６千円
繰越金　３．２%
１３億５，８５３万６千円

諸収入　２．7%
１１億３，５２６万８千円
諸収入　２．7%
１１億３，５２６万８千円

繰入金　１．３%
５億６，７４１万１千円
繰入金　１．３%
５億６，７４１万１千円

その他　２．3%
１０億９２０万８千円
その他　２．3%
１０億９２０万８千円

歳 出
405億8,652万6千円
歳 出

405億8,652万6千円
歳 入

４２６億７,６３３万８千円
歳 入

４２６億７,６３３万８千円

避
難
所
運
営
に
お
け
る
感
染
症
対
策

な
ど
は
、
災
害
時
の
市
民
の
安
心
・

安
全
確
保
の
た
め
に
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
・
農
業
関
係
で
は
、

八
潮
市
商
工
会
が
実
施
し
た
「
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
デ
リ
バ
リ
ー
応
援
事
業
」

に
対
す
る
補
助
な
ど
の
各
支
援
策
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
事
業
者
に

と
っ
て
は
大
変
心
強
い
有
効
な
施
策

で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
・
文
化
関
係
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
前
倒
し
実
施
さ

れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現

に
向
け
た
「
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
」
は
児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境

の
更
な
る
充
実
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
が
未
だ
に
見
え
ず
、

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ

ま
す
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
財
源

の
確
保
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
心

掛
け
、「
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１

の
ま
ち
八
潮
」
の
実
現
に
向
け
、
各

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
し
て
、
令
和
２

年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
、
賛
成
の
意
を

表
し
、
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　

右
記
の
討
論
の
ほ
か
、
令
和
２
年

度
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

日
本
共
産
党（
反
対
）と
公
明
党（
賛

成
）、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
議
案
第
79
号
）、
日
本
共
産

党
（
反
対
）、
平
成
ク
ラ
ブ
（
賛
成
）、

市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
（
反
対
）、

令
和
の
会
（
反
対
）
の
そ
れ
ぞ
れ
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆
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●市長提出議案処理結果一覧表

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

〃

福環

〃

建水

〃

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

〃

福環

〃

〃

建水

〃

〃

〃

総文

付託省略

〃

〃

〃

〃

原案認定

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案同意

原案可決

〃

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

令和２年度八潮市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度八潮市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度八潮市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度八潮市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度八潮市上水道事業決算の認定について

令和２年度八潮市公共下水道事業決算の認定について

令和３年度八潮市一般会計補正予算（第４号）

令和３年度八潮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度八潮市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度八潮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

八潮市手数料条例の一部を改正する条例について

八潮市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について

八潮市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例について

市道路線の認定について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の変更契約の締結について

八潮市固定資産評価審査委員会委員の選任について

令和３年度八潮市一般会計補正予算（第５号）

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

公明共産令和市民声は維新

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成

●議員提出議案処理結果一覧表

付託省略

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

原案否決

〃

〃

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

×

○

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

ＳＮＳ上における誹謗中傷やプライバシー侵害への対策強化を求める意見書

新型コロナウイルスワクチンの安定的な供給を求める意見書

多核種除去設備等処理水の水蒸気放出及び海洋放出に反対する意見書

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を辺野古新基地建設の埋め立て等に使用しないよう求める意見書

議第11号議案

議第12号議案

議第13号議案

議第14号議案

議第15号議案

○

○

×

×

×

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号 公明共産令和市民声は維新平成

　　【〇は賛成、×は反対】　※ 総文…総務文教、建水…建設水道、福環…福祉環境

※ 平成…平成クラブ、公明…公明党、共産…日本共産党、令和…令和の会、市民…市民と市政をつなぐ会、声は…声は力の会、維新…八潮維新の会

議案の処理結果

令和３年第3回定例会



14
番
　
寺
原
　
一
行

8
番
　
林
　
雄
一

2
番
　
矢
澤
　
江
美
子

10
番
　
鹿
野
　
泰
司

一般質問から

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

八
潮
市
定
員
管
理
計
画
に
つ
い
て

若
年
者
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
支
援
事
業

の
創
設
に
つ
い
て

「
断
ら
な
い
相
談
」
子
育
て
、

介
護
複
合
支
援
に
つ
い
て

18
番
　
小
倉
　
順
子

住
環
境
施
策
に
つ
い
て

Q

QＡ
　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会

の
一
般
質
問
は
、
8
月
5

日
・
6
日
・
10
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
13
人
の
議
員
が

28
項
目
の
質
問
事
項
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の

主
な
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
見
解
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
10
月
上

旬
に
更
新
予
定
の
八
潮
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
議
員
名
の
上
の
番
号
は
、議
席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
住
宅
と
住
宅
に

挟
ま
れ
た
水
路
が
一
定
数
あ
り
、

水
路
幅
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
条
件
に

当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
は
蓋
か
け
な
ど

を
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
整
備
計
画

の
策
定
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

  

　

市
内
に
は
、
道
路
に
沿
っ
て

い
な
い
民
地
と
民
地
に
挟
ま
れ

た
水
路
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
道
路

に
沿
っ
た
水
路
と
異
な
り
、
維
持
管

理
や
工
事
の
際
に
制
限
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
水
路
の
整
備
計
画
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
状
況
や
求
め
ら
れ
る

機
能
な
ど
に
応
じ
て
、
適
切
な
方
法

で
流
下
能
力
の
確
保
や
、
生
活
環
境

の
向
上
な
ど
に
資
す
る
水
路
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　
20
歳
か
ら
39
歳
の
若
年
が
ん

患
者
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
給
付
制
度
や
介
護
保
険
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い「
は
ざ
ま
の
世
代
」

と
い
わ
れ
、
本
人
や
家
族
の
経
済
的

負
担
が
大
き
い
。
若
年
が
ん
患
者
が

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
ま
で
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

在
宅
療
養
支
援
制
度
を
設
け
、
一
定

額
助
成
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　

若
年
が
ん
患
者
の
終
末
期
の

在
宅
療
養
を
支
援
す
る
上
で
、

介
護
保
険
制
度
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
若
年
者
在
宅
タ
ー
ミ

ナ
ル
支
援
事
業
は
、
重
要
な
取
り
組

み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
終
末
期
の
若
年
が
ん
患
者

は
身
体
の
状
況
や
家
庭
環
境
な
ど
状

況
が
異
な
り
、
急
激
に
状
態
が
悪
化

す
る
こ
と
も
多
く
、
必
要
と
す
る
在

宅
医
療
や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
へ

の
配
慮
と
迅
速
な
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
県

も
が
ん
対
策
を
進
め
る
上
で
在
宅
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
事
業
は
、
重
要
と
の

認
識
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
他
自
治

体
の
先
進
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究

す
る
と
と
も
に
、
保
健
師
の
相
談
ス

キ
ル
の
向
上
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ａ 　

厚
生
労
働
省
で
は
、
住
民
が

抱
え
る
複
合
的
な
課
題
に
一
元

的
に
対
応
す
る
地
域
共
生
社
会
関
連

法
が
６
月
に
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、

担
当
課
ご
と
の
縦
割
り
を
廃
し「
断
ら

な
い
相
談
」
を
目
指
す
自
治
体
に
交

付
金
を
創
設
し
ま
す
。
本
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

 

　
「
相
談
支
援
」
な
ど
の「
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
支
援
体

制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
事
業
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
や
移
行
準
備
事

業
を
予
定
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況

を
参
考
と
し
、
現
在
策
定
中
の
第
３

期
地
域
福
祉
計
画
に
お
い
て
検
討
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
期
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
の
た
め
、
民
生
委
員
の
方
々
や

関
係
機
関
等
に
対
し
て
困
難
事
例
把

握
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
結
果
や
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

る
関
係
機
関
の
意
見
も
参
考
と
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

QＡ 　

計
画
の
達
成
点
と
問
題
点
に

つ
い
て

 　
　
　　

八
潮
市
定
員
管
理
計
画
に
お

き
ま
し
て
は
、
計
画
期
間
終
了

年
度
で
あ
る
令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
の
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
を

除
い
た
目
標
職
員
数
を
、
基
準
日
で

あ
る
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
職

員
数
５
４
４
人
と
比
較
し
て
18
人
増

員
の
５
６
２
人
と
定
め
て
お
り
ま
し

た
が
、
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
の

職
員
数
は
５
９
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
事
業
の
進
捗
、
行
政
需

要
の
変
化
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の

対
応
な
ど
、
計
画
策
定
時
に
は
想
定

し
得
な
か
っ
た
要
因
等
も
勘
案
し
、

各
部
局
の
職
員
定
数
を
決
定
す
る
な

ど
、
適
切
な
事
務
執
行
体
制
を
整
備

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

定
員
管
理
計
画
の
課
題
は
、
目
標

職
員
数
を
達
成
す
る
こ
と
を
重
視
し

た
場
合
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
事
業

の
進
捗
状
況
な
ど
、
新
た
な
行
政
課

題
や
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
的

確
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

QＡ 　

入
札
結
果
と
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
係
る
入
札
結

果
に
つ
い
て
は
、
建
築
工
事
・

南
側
外
構
工
事
が
落
札
額
50
億
５
８

０
０
万
円
で
清
水
建
設
㈱
、
電
気
設

備
工
事
が
同
８
億
９
５
０
０
万
円
で

恒
栄
・
大
広
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
、
機
械
設
備
工
事
が
同
10
億
５

９
０
０
万
円
で
新
菱
冷
熱
工
業
㈱

（
い
ず
れ
も
税
抜
き
）
が
そ
れ
ぞ
れ

落
札
し
ま
し
た
。
３
つ
の
工
事
の
合

計
落
札
額
は
70
億
１
２
０
０
万
円

（
税
抜
き
）
と
な
り
、
予
算
額
89
億

２
０
０
０
万
円
に
対
し
、
契
約
見
込

額
は
税
込
み
77
億
１
３
２
０
万
円
と

な
り
ま
す
の
で
、
請
負
差
額
は
12
億

６
８
０
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
に
つ

い
て
各
落
札
業
者
と
仮
契
約
を
締
結

し
た
段
階
で
、
本
議
会
の
追
加
議
案

で
上
程
し
、
議
決
さ
れ
た
後
に
本
契

約
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
本
年
10
月
頃
着
工
、
25

か
月
の
工
期
を
見
込
み
、
令
和
５
年

10
月
頃
に
竣
工
、
令
和
６
年
１
月
の

新
庁
舎
オ
ー
プ
ン
と
い
う
従
前
か
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

Ａ

令和3年（２０21年）10月
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